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1　 ま え が き

稲 の 安定多収か らみ た 理 想 的な水管理 方法 は灌漑排水 の 自由化で あ ろ う、と こ ろが 現状 を み る と、そ れ

が出来 に くい 水田が多い 。その ため 、生 育上重要時期に 養分吸収機能の 低 下等の 障害 を起 してい る 。 こ れ

まで の 調査結果か らみ る と、灌漑排水を調飾 で きに くい 水田 で は 、 か な り収量停滞の 傾向が あ る こ とが 明

らか に きれ て い る （第 1 図、第 1表 ）。

従 っ て本試験で は水分の 動 き、 特に 畦畔漏水を防止 し、縦浸透を増大す る こ と に よ り平担暖地 の 水稲 の 収

量停滞要因を解明し 、か つ 良質安定多収 をめ ざそ うとす る もの で あ る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 1表　水田の 条件区分
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　　皿　 試験 条件

1． 土壌条件

ω　ほ場　農試水田 ‘灰色土壌粘土 型 ）

  　地質　長良川沖積層埴壌 土

2． 土壌 の 理化学的性質
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第 2 表

　 　 　 項 目
土壌層位

粗 砂 ％ 細 砂 ％ 砂 合 計 ％ 微 砂 ％ 粘 土 ％ 土 　 性

第　1 層 9．4 43．3 52．7 29．6 177 CL

第 3表　理化学的分析成績

pH 置 換 性
　　 　項 　 目

層
　　位 H20KC 　1

全酸度
（3y1 ）

全窒素
‘％ ）

腐　植

〔％ ）

塩基置
換容量

（me ）

置換性
塩 　基

（皿 e ） 石灰
（me ）

苦工

（me ）

0．76

燐酸吸

収係数

510弟 1層 ｛暗褐 ｝ 6．657 1．70 ．17L4110 ．6 8．1 τ3

第 2 層 （暗褐 ） 6β 5．5 070 ．060 ．4112 ．3 9．784 1．24535

第 3層 （明褐 ） 695 ．8 1．00 ．050 ．2410 ．1 6．86 ．40 ．38600

3．栽培様 式

｛1） 品 種 日本晴、普 醐 移植、黼 密度 3 ・・ 15 ・m22 ％
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第 2 図　暗渠配置図

　（3） 試験区 の構成

　　　暗渠処理区、暗渠無処 理 区　各 5a

　 　 皿　 試験結果

（1） 生 育経過
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　 　 　 時期
区名 最 高分けつ 期 幼穂形成 期 穂 揃 期 成 熟 期

処 　理　区 320 1．01 0．86 0．76

無 処 理 区 4．98 1．09 1．30 0．90

　前述の 施肥様式 に よ りNH3 − N 濃度 を同 じ レ ベ ル に 維持 す る よ う施肥 し た が 、結果的に は 、生育前半、

か な り無処 理区 が 高め に 経 過 した
。

こ れ は 養分の 流亡 に よ る もの と推瀏 さ れ る
。 この こ とは 稲体の 生育 に

も顕著 に 反 映し 、最 高分け つ 期〜幼穂形成期 に かけ て の 生育量 に か な りの 差が 認め られ る 。 従 っ て葉面積

指数か らみ て も、無処理区 は過繁茂とな り、有効茎歩合 も低 い 結果 とな っ て い る 。

　（3〕 酸化還 元電位の 変異

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 土壌の Eh は移植 1ケ 月経過す る こ とに よ り200mV

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 まで低下 を続 け還 元 状態 とな るが 、そ の 後の 水管理 に

Eh6mV500400
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且00

ひ幅1

戸
／

♂
　

　

／

よ っ て 回復 す る 、し か し処理 区 は い つ れ の時期に お い

て も処 理 区 が無処理 区 に比 し酸化的に 経過 した 。

　〔4〕 暗渠に よ る排出水量の 経過及 び灌漑水中の 溶 存

酸素量

分け っ 最高分 幼 穂 穂揃期 成熟朗

盛 期　 けっ 期 　 形成期

第 4 図　酸化還元電位の 変 異

一一14 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Crop Science Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Crop 　Soienoe 　Sooiety 　of 　Japan

排

m330

25

出　20

水　15

量
且o

5

ノ

／

／
x

　

／

　　／
／

x ／
x

第 5表 　溶 存酸素 量測定結果

採 水 位 置 溶存酸 素量 ppm

水 路 （湛 水 》 3．55

ホ
ー

ス 排 出 水 1，85

水　　道　　水 1．40

飽 和 水 （23℃ ） 838

月
！ τ § § § ！ 19 ’p 且P

日 2030 邑02030 畳02030LVm

第 5 図　ホ
ース か らの経時的排出量 （10m あ た り）

　暗 渠処理 区 は 循環 灌漑 を 実施 し、田植 1ケ 月後落水 し た。そ の 後は 田面が 乾 き 1  以上の 亀 裂 を生 じた

時点で 溝の 水を灌水 し た。 7 月 20 日落水後の 排出 は 第 5 図の ご とく経過 した 。 全期間を通じ て排出は継続

す るが 、特に幼穂形成期か ら穂揃期に あた る 8月 10 日〜 9 月 10 日の 間の 水管理 に 比例し て排出水量 も多

くな っ て い る 。 又、第 5 表に よ れ ば ．か な り土壌中 へ の 酸素供給が 認 め られ る 。 排 出水質に つ い て は 、石

灰 、珪酸鉄分の 含量 が高く、特に浅い 位 置 に ドレ ン ホ
ー

ス を埋設し た場 合 ほ ど各養分の 流亡 が 甚しい こ と

が うかがわれ た 。

　   　収量及び収量構成要素

　　　第 6表　収量及 び収量構成要素

　　 要素
区 名

玄木重  

　　／魚魯

わ ら

畷
穂 1紫 籾 ％

登熟歩 合

　 　 ％
千 粒 重

処 　　理 512 571 33024 β 98 90
　 　 922

．4

無 処 理 449 647 36728 ρ 06 75 21 ．7

登熟歩合及び千粒重に つ い て は 、処 理区 が優 り、穂数及び籾数 に つ い て は 無処理 区 が 高い 値を示し た
。

玄米収量 に つ い て は処理 区が 114 ％ （対無処 理 区比 ）わ ら収量 で は 無処 理 113 ％ 〔対処理区比 ）とな り 、

まっ た く逆の 傾向とな っ た
。

　　　N 　まとめ

　県 内水 田土壌の 構成母材の 大半 は 花崗岩系及び秩父 古生層系 で あ っ て 、代表土壌 の 粘 土 鉱物 は カ オ リン

群、ハ ロ イ サ イ ト系が主体をなして い る
。 この よ う な土壌 の 先天的性質 な どに 原因して 肥料養分 が 溶脱 し

易 く、地力 の 低 い 1壌 が 多い
。 その た め 、水稲の 生育 面で次 の よ うな 特異性が み られ る 。

C1， 水田 f．壌中 の 無機成分 の 不足 、お よび各含有成分間 の 比率の 不均衡 等 に よ り、生育前半の 発肯は 旺 催
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　で あ るが 、生育後半に は 洞落す る 、い わゆ る秋落ち稲 に な り易い
。

  あ る 幢 ・ ベ ル 以 と ｛
45°

％ 。
）で は 肥料の増施に よ る櫨 聯 鵬 で きtrL“

e

　当農試ほ 場 に お い て も例外 で な い こ とは 本試験の 結果 か ら うか が わ れ る
。 特 に 水管理 を伴わ な い 場 合 、

栄養生長期間 に お け る土壌の 還 元条件下 で 根の 機能低 Fを招 く。 その 結果登熟過程に障害を きた し、千粒

重 の 低 下及 び 登熟籾数の 減少を招 くこ とは 明 らか で あ る 。 近時ほ 場整備事業 に 伴い 、大型機械化栽培 の 進

展が め ざま し い 。 そ の た め 重機械 の 運行に よ り下層 20〜3 〔  の 位置 に 圧密層が形成 され 、透水や 通気不

良を助長し、種 々 の 嶂害を誘 発 して い る
。 この よ うな条件下 で 、暗渠に よ る水管理 の 合理 化 は効果の 高い

方法 で あ る
。 特 に 簡易暗渠として の サ プ ソ イ ラーに よ る心土破砕 も効果的 な万法 で あ る 。 又養分の 流亡対

策とし て排出水の 反ぷ く利用 、 緩効性肥料の 使用等の 対策が 必要で ある。
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